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足利銀行の受け皿に関する
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要 望 書

本県の中核的金融機関であり、県民生活や中小企業者に身近な地域の銀行である足利

。 、銀行が一時国有化されて１年５ヶ月が経過しました この間県及び県議会並びに市町村

経済・産業団体、金融機関、労働団体、消費者団体などで構成する「栃木県緊急経済活

性化県民会議」は、県民総意のもとに一致協力して、本県経済の活性化や県民生活の安

定に向けて取り組んでまいりました。

しかしながら、今後昨年度に引き続き足利銀行の不良債権処理が進捗する一方で、一

時国有化された足利銀行の将来の姿が具体的に見えないことから、県民の間に不安感が

広がっており、本県経済の活性化に様々な影響を及ぼしております。

足利銀行は、多くの企業のメインバンク、労働者や消費者に身近な金融機関として、

、 、 、また 県及び市町村の指定金融機関として 本県経済の中で大きな役割を果たしており

県民生活の向上や県内経済の発展のためには、受け皿移行後の新銀行においても本県の

中核的金融機関としての機能が維持されることが重要であると考えます。

このため、当県民会議では、今後想定される国の「足利銀行の受け皿」選定の本格化

、 、 。に向けて 次の事項について要望いたしますので 特段の御配慮をお願い申し上げます

記

１ 受け皿移行後の新銀行は、現在の足利銀行が有する地域の中核的金融機関としての

機能を維持した 「真に県民のためになる銀行」とすること、

２ 受け皿の選定に当たっては、その選定過程に何らかの形で県を参画させることによ

り、県民の意向等が十分に反映されるようにすること

３ 受け皿への移行については、県内経済の安定と中小企業の再生に十分配慮しつつ、

預金保険法第１２０条の趣旨に基づき、できる限り早期に行うこと
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